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令和７年 第５回（９月） 筑紫野市議会定例会 

【建設環境常任委員会 委員長報告】 

 

『認定第７号 令和６年度筑紫野市農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定』の件について、審査の

経過と結果をご報告いたします。 

執行部からは、歳入歳出決算書及び関係説明資料に基

づき説明を受けました。 

委員会では、過年度の分担金の滞納については、不納

欠損処理がされているが、不納欠損が今後発生しないよ

うな対策をされているのかと質疑があり、執行部からは、

現在は、農業集落排水事業で新規接続する場合は、分担

金の納入後に工事を行うため、今後は不納欠損になるこ

とはないとの答弁がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって認定すべ

きものと決しました。 

以上、報告を終わります。 
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令和７年 第５回（９月） 筑紫野市議会定例会 

【建設環境常任委員会 委員長報告】 

 

認定第１１号及び認定第１２号の２件について、審査

の経過と結果をご報告いたします。 

まず、『認定第１１号 令和６年度筑紫野市水道事業

会計剰余金の処分及び決算の認定』の件について、ご報

告いたします。 

 執行部からは、決算書及び関係資料に基づく説明を受

けました。 

 委員会では、有収水量が昨年度より増えているのは漏

水対策が行き届いているためかとの質疑があり、執行部

からは、漏水対策や老朽管の更新により配水している水

が無駄なく使用されている表れであるとの答弁があり

ました。 

また、一委員からは、本市の人口が減少している一方

で、加入金が増えている理由について質疑があり、執行
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部からは、給水の申し込み件数は、年々減少傾向である

が、戸建の住宅は、１つの住宅に対し、１件分の加入金

の納入であることに対し、分譲マンションなどの集合住

宅については、１つの集合住宅に対し、何十世帯分の加

入金が納入されるので、加入金は増加しているとの答弁

がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のと

おり可決及び認定すべきものと決しました。 
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次に、『認定第１２号 令和６年度筑紫野市下水道事

業会計剰余金の処分及び決算の認定』の件について、ご

報告いたします。 

執行部からは、決算書、及び関係資料に基づく説明を

受けました。 

委員会では、補助金の活用についての質疑があり、執

行部からは、国から５，３００万円の国庫補助金を活用

して、下水道管の新設及び本管更新に伴う工事等を行っ

たとの答弁がありました。  

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のと

おり可決及び認定すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 
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令 和 ７ 年  第 ５ 回 （ ９ 月 ）  筑 紫 野 市 議 会 定 例 会  

【 建 設 環 境 常 任 委 員 会  委 員 長 報 告 】  

 

『 請 願 第 １ 号  朝 倉 街 道 駅 周 辺 の 交 通 安 全 対 策

の 実 施 を 求 め る 請 願 』の 件 に つ い て 、審 査 の 経 過 と

結 果 を ご 報 告 い た し ま す 。  

委 員 会 で は 、本 件 に 関 し て 紹 介 議 員 で あ る 春 口 議

員 か ら 、朝 倉 街 道 駅 周 辺 に お い て 現 地 の 危 険 な 状 況

や 通 学 路 お よ び 生 活 動 線 の 安 全 性 を 早 急 に 高 め る

た め 実 効 性 の あ る 安 全 対 策 が 必 要 で あ る な ど の 説

明 を 受 け ま し た 。  

そ の 後 、 委 員 間 で 意 見 交 換 を 行 い 、 一 委 員 か ら こ

の 請 願 を 採 択 し 、今 後 、委 員 会 と し て は 、地 域 全 体・

Ｐ Ｔ Ａ な ど の 活 動 を 踏 ま え て 市 や 関 係 機 関 の 動 向

を 確 認 し て い く べ き で は な い か と の 意 見 が 出 さ れ

ま し た 。  

討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 採 択

す べ き も の と 決 し ま し た 。  

以 上 、 報 告 を 終 わ り ま す 。  


